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序　

論

中　

野　

晃　

一

「
平
等
志
向
・
個
人
の
自
由
尊
重
・
反
戦
平
和
主
義
（
ハ
ト
派
）・
植
民
地
主
義
の
反
省
と
謝
罪
」
を
左
、「
不
平
等

や
階
層
間
格
差
の
是
認
・
国
家
に
よ
る
秩
序
管
理
の
強
化
・
軍
事
力
に
よ
る
抑
止
重
視
（
タ
カ
派
）・
歴
史
修
正
主

義
」
を
右
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
て
政
治
座
標
軸
を
捉
え
た
と
す
る
と
、
日
本
政
治
は
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
加
速
度
的

に
「
右
傾
化
」
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、「
平
等
志
向
」
か
ら
「
不
平
等
や
階
層
間
格
差
の
是
認
」
と
い
う
意
味
で
の
右
傾
化
に
つ
い
て
は
、
政

府
統
計
で
一
九
八
五
年
に
は
一
六
％
（
男
性
七
％
、
女
性
三
二
％
）
だ
っ
た
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
、
二
〇
一
六
年

で
は
三
七
・
五
％
（
男
性
二
二
・
一
％
、
女
性
五
五
・
九
％
）
に
ま
で
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
非
正
規
雇
用
の
増
加
に

は
労
働
者
の
高
齢
化
も
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
結
果
的
に
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
間
の
賃
金
格
差
の
増

大
に
寄
与
し
て
い
る
。

『
労
働
力
調
査
（
詳
細
集
計
）
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
平
均
（
速
報
）
結
果
』
の
概
要
に
よ
れ
ば
、「
仕
事
か
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ら
の
年
間
収
入
階
級
別
割
合
を
男
女
、
正
規
、
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
別
に
み
る
と
、
男
性
の
正
規
の
職
員
・
従

業
員
は
二
〇
一
六
年
平
均
で
五
〇
〇
〜
六
九
九
万
円
が
二
二
・
九
％
（
前
年
に
比
べ
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
と
最

も
高
く
、
次
い
で
三
〇
〇
〜
三
九
九
万
円
が
一
九
・
八
％
（
同
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
）
な
ど
と
な
っ
た
。
一
方
、

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
は
一
〇
〇
〜
一
九
九
万
円
が
三
〇
・
三
％
（
同
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
）
と
最
も
高
く
、

次
い
で
一
〇
〇
万
円
未
満
が
二
七
・
六
％
（
同
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
な
ど
と
な
っ
た
。
女
性
の
正
規
の
職
員
・

従
業
員
は
二
〇
〇
〜
二
九
九
万
円
が
二
八
・
四
％
（
同
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
と
最
も
高
く
、
次
い
で
三
〇
〇
〜

三
九
九
万
円
が
二
二
・
四
％
（
同
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
な
ど
と
な
っ
た
。
一
方
、
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
は

一
〇
〇
万
円
未
満
が
四
五
・
一
％
（
同
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
と
最
も
高
く
、
次
い
で
一
〇
〇
〜
一
九
九
万
円
が

三
九
・
五
％
（
同
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
）
な
ど
と
な
っ
た
」
と
年
間
収
入
の
格
差
は
大
き
い
（http://w

w
w

.stat.

go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/dt/pdf/ndtindex.pdf

）。

同
様
に
、
相
対
的
貧
困
率
（
等
価
可
処
分
所
得
の
中
央
値
の
半
分
に
満
た
な
い
世
帯
員
の
割
合
）
を
見
て
も
、
一
九
八

五
年
に
一
二
・
〇
％
だ
っ
た
も
の
が
（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei/saikin/hw
/k-tyosa/k-tyosa10/2-7.htm

l

）、

二
〇
一
二
年
ま
で
に
は
一
六
・
一
％
ま
で
増
加
し
て
お
り
（『
相
対
的
貧
困
率
等
に
関
す
る
調
査
分
析
結
果
に
つ
い

て
』（
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
八
日
内
閣
府
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
）http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/seisakunitsuite/
soshiki/toukei/dl/tp151218-01_1.pdf

）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日
に
発
表
し
た
『
格
差
縮
小
に
向
け
て　

な
ぜ
格
差
縮
小
は
皆
の
利
益
と

な
り
得
る
か
。
日
本
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
』
は
、「
日
本
に
お
け
る
所
得
格
差
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
高
く
、
一

九
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
半
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
日
本
で
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は
二
〇
〇
九
年
に
は
、
人
口
の
上
位
一
〇
％
の
富
裕
層
の
平
均
所
得
は
、
下
位
一
〇
％
の
そ
れ
の
一
〇
・
七
倍
に
な

り
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
の
八
倍
、
一
九
八
〇
年
中
盤
の
七
倍
か
ら
の
増
加
と
な
る
。
二
〇
一
三
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
は
九
・
六
倍
だ
っ
た
。
相
対
的
貧
困
率
（
所
得
が
国
民
の
「
中
央
値
」
の
半
分
に
満
た
な
い
人
の
割
合
）
は
、
日
本

で
は
人
口
の
約
一
六
％
で
あ
る
（
こ
れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
一
一
％
を
上
回
る
も
の
）。
相
対
的
貧
困
率
は
、
世
代
間
で

は
、
高
齢
者
が
最
も
高
く
、
六
六
歳
以
上
の
約
一
九
％
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
総
じ
て
、
一
九
八
五
年
以
降
、

日
本
で
は
、
家
計
収
入
の
平
均
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
お
ら
ず
（
毎
年
約
〇
・
三
％
増
加
）、
さ
ら
に
下
位
一
〇
％
の

貧
困
層
で
は
家
計
収
入
が
毎
年
約
〇
・
五
％
減
少
し
て
い
る
。
格
差
は
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
九
年
の
金
融
危
機
の

間
に
も
引
き
続
き
拡
大
し
、
人
口
の
上
位
一
〇
％
富
裕
層
の
所
得
は
横
ば
い
だ
っ
た
も
の
の
、
可
処
分
所
得
は
合
計

で
五
％
減
少
し
た
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（https://w

w
w

.oecd.org/japan/O
ECD

2015-In-It-T
ogether-H

ighlights-

Japan.pdf

）。

ま
た
、「
個
人
の
自
由
尊
重
」
か
ら
「
国
家
に
よ
る
秩
序
管
理
」
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、「
国

境
な
き
記
者
団
」
に
よ
る
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
二
〇
〇
二
年
に
二
六
位
（
一
三
四
カ
国
中
）
だ
っ
た
も

の
が
、
民
主
党
政
権
時
代
の
二
〇
一
〇
年
に
一
一
位
（
一
七
二
カ
国
中
）
ま
で
上
が
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
六
年
現

在
七
二
位
（
一
八
一
カ
国
中
）
ま
で
大
き
く
下
げ
て
い
る
（https://rsf.org/en/japan

）。
こ
れ
は
二
〇
一
三
年
末
に

強
行
さ
れ
た
特
定
秘
密
保
護
法
の
影
響
が
大
き
い
が
、
さ
ら
に
安
倍
政
権
は
過
去
に
小
泉
政
権
時
代
に
三
回
提
出
さ

れ
て
は
廃
案
に
な
っ
た
共
謀
罪
を
テ
ロ
等
準
備
罪
と
名
前
を
変
え
て
成
立
さ
せ
た
。
ま
た
一
九
九
九
年
に
盗
聴
法

（
通
信
傍
受
法
）
が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
改
正
に
よ
っ
て
適
用
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
を
通
じ
た
国
家
の
秩
序
管
理
強
化
と
い
う
こ
と
で
は
、
一
九
九
九
年
に
国
旗
国
歌
法
が
制
定
さ
れ
、
二
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〇
〇
三
年
に
は
東
京
都
教
育
委
員
会
が
い
わ
ゆ
る
10
・
23
通
達
を
出
し
、
君
が
代
不
起
立
を
貫
い
た
教
員
に
対
し
て

処
分
を
開
始
し
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
大
阪
府
、
翌
二
〇
一
二
年
に
大
阪
市
で
国
旗
国
歌
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
二

〇
一
五
年
か
ら
は
文
科
大
臣
が
国
立
大
学
に
対
し
て
卒
業
式
や
入
学
式
に
お
け
る
国
旗
の
掲
揚
と
国
家
の
斉
唱
の

要
請
を
始
め
た
。
第
一
次
安
倍
政
権
で
は
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。
教
科
書
検
定
基
準
が
二
〇
一
四
年
に
改
正

さ
れ
、（
1
）
未
確
定
な
時
事
的
事
象
に
つ
い
て
特
定
の
事
柄
を
強
調
し
す
ぎ
な
い
、（
2
）
近
現
代
史
で
通
説
的
な

見
解
が
な
い
場
合
は
そ
の
こ
と
を
明
示
し
、
児
童
生
徒
が
誤
解
し
な
い
よ
う
に
す
る
、（
3
）
政
府
の
統
一
的
な
見

解
や
最
高
裁
の
判
例
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
記
述
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（「
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用

図
書
検
定
基
準
及
び
高
等
学
校
教
科
用
図
書
検
定
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
」http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/

hakusho/nc/1343450.htm

）。
さ
ら
に
は
道
徳
が
二
〇
一
八
年
度
よ
り
小
学
校
、
二
〇
一
九
年
度
よ
り
中
学
校
で
正

式
な
教
科
と
な
る
。

「
反
戦
平
和
主
義
（
ハ
ト
派
）」
か
ら
「
軍
事
力
に
よ
る
抑
止
重
視
（
タ
カ
派
）」
へ
の
転
換
で
は
、
一
九
九
二
年
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
制
定
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が
始
ま
り
、
一
九
九
〇
年
台
後
半
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
や
周

辺
事
態
法
の
制
定
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
や
台
湾
有
事
の
際
の
日
米
安
保
条
約
の
運
用
に
つ
い
て
の
法
的
整
備
が
進
め

ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
「
周
辺
事
態
」
に
制
約
さ
れ
な
い
か
た
ち
で
日
米
同
盟
を
基
軸
と
し
た
自
衛
隊
の

海
外
出
動
が
テ
ロ
特
措
法
や
イ
ラ
ク
特
措
法
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
泉
政
権
で
は
さ
ら
に
有

事
法
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
第
一
次
安
倍
政
権
で
は
防
衛
省
へ
の
格
上
げ
や
憲
法
改
正
に
向
け
た
国
民

投
票
法
が
制
定
さ
れ
た
。

第
二
次
安
倍
政
権
以
降
で
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
と
合
わ
せ
て
国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
設
置
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